
泉佐野泉南医師会 地域連携室

WAO!通信
在宅医療・介護連携を「輪」でつなぐ・・・

Jan.2024

Vol.61

医師

石本 喜和男 先生

第61走者

わ・リレーコラム

泉佐野泉南医師会
賛同機関

泉佐野泉南歯科医師会 通所介護泉佐野薬剤師会 理学療法士会訪問看護

病院ケアマネ連絡会

泉南薬剤師会

作業療法士会 6市町行政（高齢介護担当課） 地域包括支援センター 泉佐野保健所 他

【発行元】
泉佐野泉南医師会 地域連携室
〒598-0063 泉佐野市湊1-1-30
📞072-464-6123 FAX 072-464-6133
E-mail  renkei@sano.osaka.med.or.jp  
URL  http://www.sano.osaka.med.or.jp

いしもとクリニック

【熊取町】

【阪南市】

西鳥取・下荘地域包括支援センター

西﨑 幸子 さん

尾崎・東鳥取地域包括支援センター

大門 由香里 さん

令和6年新春を迎えて

新年明けましておめでとうございます。

会長に就任して３年半が経ちました。コロナ禍で医師会活動は時に厳しい
制限も受けましたが、コロナ禍から漸く解放された今、特記すべきは過去
１年半の間に当医師会へ新しく17名もの入会者があり医師会全体が活気
づいていることです。しかも入会者の多くが在宅医療を中心に据え、今後
地域連携室の役割は益々大きくなることが期待されます。大阪府が求める
在宅医療の連携構築には、連携の拠点と積極的医療機関の２つを体制の中
に組込む必要があります。連携の拠点には1) 関係機関との調整業務、2) 24
時間体制の構築、3) 人材育成、4) 地域住民への啓発活動などが求められ
ますが、これらは今まで地域連携室が担ってきた管理業務とほぼ同様です。
一方、積極的医療機関の役割は1) 夜間や医師不在時の診療支援、2) 患者
急変時の受入れ、3) 24時間対応可能な体制づくり、4) 研修の受入れなど。
連携の拠点と積極的医療機関の役割が明瞭に分かれるところが留意点です。
24時間対応が求められるのが難題ですが、補助金も出るので、医師会地域
連携室が中心となって連携体制が構築できることを期待しています。
本年も、皆様方のご協力を何卒よろしくお願い申し上げます。

泉佐野泉南医師会 会長 石本喜和男

阪南市では「認知症にやさしいまちづ
くり」をスローガンに様々な活動が行われ
ています。認知症サポーター養成講座
の開催に加えて、その他、田植えから始
まるおにぎりカフェ、漁港での釣りを楽し
む釣りプロジェクト・誰もが楽しめる卓球
の会・当事者が活躍する認知症カフェ「
マスターズカフェ」等、認知症の方もそう
でない方も誰もが活動に参加出来る行
事に取り組む事で、心のバリアフリーを目
指しています。推進員二人も元気を貰
っています。

今後の予定

・R6.1.27（土）14時～
第9回 認知症サミット

・R6.2.17（土）15時30分～
3市3町多職種連携サミット

・R6.2.20（火）16時～
3市3町介護保険施設情報交換会

（2/17分）

申し込み
受付中！

今年度も予定
が盛りだくさん♫

泉佐野泉南医師会 地域連携室
☎ 072-464-6123
多職種の皆様の些細なご相談もお気軽にお電話ください。
本年もどうぞよろしくお願いいたします。


	スライド 1

